
　

平
成
18
年
８
月
25
日
、
福
岡
市
で
起
こ
っ
た

飲
酒
運
転
事
故
に
よ
っ
て
、
幼
い
３
人
の
子
ど

も
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
事
故
後
、
飲
酒
運

転
撲
滅
の
意
識
が
全
国
的
に
広
が
り
、
飲
酒
運

転
に
対
す
る
厳
罰
化
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
故
か
ら
、
全
国
の
飲
酒
運
転
事
故
件
数
は

大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

し
か
し
、
県
内
の
飲
酒
事
故
件
数
は
、
21
年

が
20
年
の
件
数
を
上
回
り
、
22
年
に
は
全
国
最

多
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
23
年
は
全
国
最

多
を
返
上
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
県
内
の
飲

酒
運
転
事
故
は
、
ほ
か
の
都
道
府
県
に
比
べ
て

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
か
ら
６
年
後
の
８
月
25
日
、
柳
川
警
察

署
と
柳
川
自
動
車
学
校
は
、
飲
酒
運
転
を
体
験

し
て
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

同
校
で
飲
酒
運
転
撲
滅
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
や
学
生
な
ど

９
人
は
、
飲
酒
前
後
に
そ
れ
ぞ
れ
実
車
走
行
と
適

性
検
査
機
器
を
使
っ
た
測
定
を
実
施
。
実
車
走
行

で
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
や
Ｓ
字
な
ど
で
タ
イ
ム
と
コ

ー
ン
へ
の
接
触
回
数
を
、
適
性
検
査
機
器
で
は

ハ
ン
ド
ル
操
作
の
正
確
性
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。

　

検
査
の
結
果
、
飲
酒
後
の
運
転
で
は
、
ハ
ン

ド
ル
操
作
が
雑
に
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す

ぎ
る
た
め
、
コ
ー
ン
な
ど
へ
の
接
触
回
数
が
増

え
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ
表
参
照
）。
警
察
庁
の
デ

ー
タ
で
も
、
飲
酒
運
転
の
死
亡
事
故
率
は
、
飲
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な
か
な
か
減
ら
な
い
飲
酒
事
故

酒
な
し
の
場
合
に
比
べ
9.2
倍
。
こ
れ
は
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
事
故
が
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
い
か
に
高
い
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
月
、
粕
屋
町
で
、
高
校
生
２
人
が
飲

酒
運
転
の
車
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

福
岡
市
で
の
事
故
を
知
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
に

酒
を
飲
ん
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
人
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
今
年
４
月

１
日
に
「
福
岡
県
飲
酒
撲
滅
運
動
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
が
施
行
。
９
月
21
日
か
ら
は
、
条

例
の
罰
則
も
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
上
尊
い

命
が
失
わ
れ
な
い
た
め
に
、
県
民
一
人
一
人
が

飲
酒
運
転
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解
し
、「
飲
酒
運
転

は
絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
と

い
う
強
い
意
識
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　この講習に参加する
までは、お酒を飲んで
も安全運転くらいでき
ると思っていました。
しかし、実際にお酒を
飲んで運転すると、思

うように運転できなかったので驚きました。
頭ではイメージできていても体が動かないん
です。今回、飲酒運転の危険性を身を持って
体験できたことは、本当によかったです。今
日の経験は、友人たちにしっかり伝えます。

　ビールを少し飲んだ
だけだったので、運転
は問題なくできると思
っていました。しかし、
実際に運転すると、障
害物に気付かずぶつか

ってしまい、視野が狭くなっていると感じま
した。また、障害物に当たりそうになっても
「当たってもいいや」と思ってしまうなど運
転が雑になってしまいました。お酒は少しで
も運転に影響が出るんですね。

飲酒運転を体験した
講習参加者の感想

梅嵜 新吾さん
（学生・七ツ家）

古賀 久美代さん
（タクシー運転手・間）

お酒はなかなか抜けません

　体内でのアルコールを分解する速さは、体重
1kg につき 1時間で 0.1g。体重 60kg の人が
20gのアルコールを分解するのに、最低でも3、
4時間かかるといわれています。二日酔いでも
飲酒運転になるのでご注意ください。

飲酒後に行われたスラローム走行の写真。飲酒してハンドル
操作が雑になったのに加え、スピードを緩めることなく走行
したため、コーンにぶつかりそのまま引きずってしまった。

飲酒後は運転が雑になり、よくぶつかっている
■＜表＞ 飲酒前後の運転検査結果（一部抜粋）

【写真上】飲酒運転
を体験するために酒
を飲む参加者【写真
中】飲酒前後に適性
検査機器でハンドル
操作を比較【写真下】
講習の最後に参加者
全員で検討会を行い、
率直な意見を出し合
った

注意

アルコールの分解に 3 ～ 4 時間

純アルコール約 20g を含む酒

➡

検査項目 飲酒前 飲酒後

実
車
走
行

一時停止
問題なし6人
問題あり3人

問題なし1人
問題あり8人

スラローム
平均タイム 34.1 秒 30.5 秒

平均接触回数 0.8 回 1.2 回

Ｓ字

（車幅間隔）

平均タイム 18.3 秒 13秒

平均接触回数 0.3 回 1回

検
査
機
器

画面上の障害物への

平均接触回数
66.3 回 72.1 回

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

飲
酒
運
転
の
恐
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験

TEAM ZERO FUKUOKA

福
岡
の
み
ん
な
の
力
で
、
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
へ
。

飲
酒
運
転
の
恐
ろ
し
さ
を
知
る

た
め
実
際
に
飲
酒
運
転
を
体
験

県
を
挙
げ
て
飲
酒
運
転
撲
滅
を

福岡県は全国の中でも高い水準で発生
■＜グラフ＞ 県内と全国の飲酒運転事故の発生件数

　平成 18 年の海の
中道大橋での事故後、
飲酒運転事故は全国
的に減少。しかし、
県内の事故件数は、
21 年に増加に転じ、
22年には全国最多に
なってしまった。

件数（全国）
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・ワイン小グラス
2杯（200ml）

・日本酒 1合 ・ウイスキーダブ
ル 1杯

・ビール 500ml　

全 

国県


